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はじめに

 さまざまな学問を学ぶさいに、その学問の位置づけや歴史を理解することは、その学問

の現在を理解するためにも意味あることだと考えられる。現在、臨床心理学ないし臨床心

理学的援助についての関心は高く、従来、心理学の中では周辺に位置づけられていた学問

が「表舞台」に引っ張り出されている、という印象を筆者は持っている。これは、自らの

学問領域を軽視しているわけでも卑下しているのでもなく、辺縁にあることそのものにこ

の学問領域の意義や存在価値が指摘されてきており、筆者も辺縁にあることそのものに意

味を感じているためである。

 本稿では、現在の臨床心理学の位置づけを理解するために、ここ20年ほどの臨床心理学

という学問の流れについて検討し、さらに、心理学の領域において国家資格を作ることを

めぐって生じている学問領域間のダイナミクスについて検討することを目的とする。

1. 臨床心理学の位置づけ

第1期:輸入の時代(戦後から1960年代前半)、②第2期:萌芽の時代(1960年代)、

③第3期:混乱の時代、④第4期:内面化と再構成の時代(1980年代)、⑤第5期:外圧

と社会化の時代(1990年代)、⑥第6期:制度改革の時代(2000年代)、という区分であ

る。この区分を用いると、筆者が心理学を学んだのは第4期から第5期にかけてであり、

さらに、現在は第6期にあることになる。先に述べたように、筆者が臨床心理学を心理学

領域の中で辺縁に位置づけられている学問として理解している背景には、筆者が受けてき

た学士・大学堰雷ｳ育やその環境によっている部分があると考えられるため、やや私的な側

面を含むことになるが、本稿の議論にとって必要な部分については記述することにする。
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 筆者が学部・大学堰翌ﾉ在籍していた1980年代から1990年代の主流は「実験系」 「基礎

系」の心理学であり、 「臨床系」の心理学は辺縁の位置にあることが「当たり前」のよう

な状況であった。さらに、現在のような臨床心理士養成のための指定校システムもまだ存

在していなかったため、大学堰翌ﾖの進学者の大部分は研究者ポストへの志望者であり、臨

床現場に出て行く人数は多数ではなかったことにもよっていると考えられる。ただ、学部

では心理学全般の基礎教育があり、大学堰翌ﾅは発展的な講義に加えて、有料の心理教育相

談室での実習・研修といった臨床心理学の実践の場が、教育カリキュラムの一環として提供

されていた。このような教育・研修システムのあったことが、辺縁ではあっても辺縁のもの

としてのアイデンティティを形成していく基盤となったものだと今では考えている。ただ

このアイデンティティ形成という点では、臨床心理学とは対極のさまざまな心理学の分野

の存在していたことによる部分もあり、心理学内部の領域間でのダイナミクスが働いてい

たことの影響もあると考えられ、これについては後に論じることにする。

 さらに、カリキュラムとして位置づけられていない実践面での教育・研修的な環境の存在

は重要であったと考えている。当時は、大勢のポストドクターが在学していたため、実践

面での行き詰りについてすぐに相談相手を見つけるけることができる環境にあった。もち

ろん、ケースカンフメ翼激塔Xは定期的に実施されていたが、より具体的な日々のセッショ

ンや実施した心理アセスメントの解釈などについての相談には、身近なオーバードクター

の先輩たちが気軽に応じてくれていた。加えて、OBや外部の臨床家が指導員に任命され、

ンスには開業しているサイコロジストや現場で勤務しているOBが参加することもあった。

つまり、研修や教育についてシステム化された側面とシステム化されていない側面や私的

な関係による側面とが入り混じっていた時代であるととらえることができる。この点につ

いて、吉良(1986)は、 「トレーニング」と「修行」という観点から実践としての心理臨

床の学習過程について述べており、具体的な到達目標に向けて段階的に進められるトレー

ニングと、抽象的で非特定的な目標へ向けて、特定しがたい方策によりすすめられる修行

とを区別して論じている。さらに、心理臨床の学習モデルを先の2分磨欄Iなモデルからと

らえるならば修業的な色合いが強く、つらい過程でもあるので、トレーニング的なものに

置き換えていくことが可能であり、トレーニングと修業的な学習方磨翌ﾌバランスが必要で、

修業的であればなおのこと「仲間」 「同伴者」の存在が支えとなることを指摘している。

 つまり、臨床心理学の実践面では、システム化されたものとシステム化されていない教

育・研修求莱?ﾌ二つの側面を含んでいるものであり、双方のバランスが必要であることの認

識が示されているととらえることができる。しかしながら、いわゆる「修行」において、

明文化されていなくとも、ある程度の道筋は想定されている場合もあると考えられるので、

必ずしもシステム化されているかいないか、という軸だけで言い切ることはできない。ま

た、筆者が在学しているころにはすでに大学間の合同事例検討会が合宿形式で毎年実施さ

れ、同じ学問を学び実践に携わっている他大学の大学堰乱ｶとの交流の場が設定されていた。

現在では、このような非公的な研修の場もある一方で、公的にも日本心理臨床学会主催で

「大学堰乱ｶの集い」が毎年実施されている。筆者の在職している大学堰翌ﾌ学生たちも、こ

のような学会主催の研修会だけではなく、近隣の大学堰乱ｶと合同事例検討会を相互に企画

しており、公的・非公的な研修システムはより広く存在するようになった状況にあると考

えられる。

一 126 一



2. アプローチの違い

 心理学の領域は、かつて「実験系」または「基礎系」と、 「臨床系」とに分類されてい

た。それが近年、 「実証系」と「臨床系」とに分類され、それぞれのアプローチは「実証

的アプローチ」と「了解的アプローチ」・という表現で記載されている心理学のテキストも

ある(長谷川・東條・大島・丹野・廣中，2008)。筆者の実感としての臨床心理学のアプ

ローチは「了解的」というよりも実践的ないし臨床実践的アプローチと表現するほうが合

っている。この「了解的」というのは実証的なアプローチと対比したさいの一つの特徴と

してあげられているのだと考えられる。調査磨翌竡ﾀ験磨翌ﾉよる実証性とは異なり、臨床心

理学分野の研究の多くは参加観氏欄Iであり、クライエントと面接者のやりとりの中で検討

していく、という点では了解的といえる部分もないではない。ものごとの特徴を顕著に示

すのに、2項対立的な分類には意味があり、学ぶものにとっては理解しやすいともいえる。

ただ、実際には臨床心理学領域での実証的アプローチも多々あり、すべてがいわゆる臨床

実践的アプローチでもなく、発達心理学領域でも実証的なアプローチとは異なる事例研究

もなされている。

 それでは、なぜこのような表現が現在にいたってなされているのかの背景について次に

論じる。

3. 専門領域間のダイナミクスと国家資格化

 心理学の主流をなしているのは実験系の心理学であり、臨床系の心理学は、実験的なア

プローチといかに異なるのか、自らの学問としての独自性を主張する必要性があったと考

えられる。そのために事例研究磨翌ｪ主な手磨翌ﾆして用いられてきたのだと考えられる。吉

良(1986)も下山(2004)も、臨床心理学が西洋から輸入されて始まった学問であること

やその営みや実践が、日本の文化の影響を受けて修正され発展し、独自の意味づけや位置

づけを得ている点について表現は異なるものの言及している。さらに、諸外国とは異なる

方向へと発展してきた点について下山(2001)は、アメリカでは「実践的科学者モデル」

を取ることによって心理学と臨床心理学との折り合いがつけられて、臨床心理学の教育が

実証的アプローチを基礎として行われていることを指摘している。つまり、心理学の中に

どのように位置づけるかは日本だけでの特異な問題ではなかったことが示されている。一

方、国内では1988年、「臨床心理士」の認定が(財)日本臨床心理士認定協会によって開

始され、その後急激に臨床心理学コースのある大学堰翌ｪ設立され、志望する学生も急激に

増え、その結果として私立大学には心理学部や臨床心理学部としてより大きな組織として

の位置づけをもつまでに展開した。

 このような過程で、かつて臨床心理学がみずからのアイデンティティを主張するために

臨床的アプローチをよりいっそう強調することになったこととは逆に、実験系の心理学の

なかで臨床的なアプローチとは対比的なものとして実証的アプローチをとっていることが

強調されるという、かつてとは逆転したダイナミクスが生じたのではないかというのが筆

者の仮説である。

 このような状況のなかで、心理学分野の国家資格をつくるためには、心理学の領域内で

の「対話」が求められているのだと筆者は感じている。特に、心理学における臨床心理学
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の独自性と他の領域との共通性についての明確化が求められている。医療現場で臨床心理

士に求められる教育と研修についての論考の中で、精神科医の成田(2006)は、 「どのよ

うな学問でもその創成期には他の学問との違いを強調するのは避け難いことである。しか

し臨床心理学が自らに自信をもつようになれば、他との協調もしゃすくなるだろう。もう

そういう時期に入ってもよいのではないか。」と述べている。さらに、北山(1993)は、

医療現場で働く臨床心理士にとって薬物療磨翌竏繩w的治療の行われる場や関係の理解(医

師、心理療磨莱ﾆ、クライエントまたは患者の織りなす『DPP三角形』)の必要なことを指

摘している。このような指摘には、臨床心理学や臨床心理士が他の学問や職業領域との問

にどのような関係を取り結んでいくのか、という将来的な方向性や学問ないし職業的な理

念が問われているのだと考えられる。

 ここまで述べてきた臨床心理学の動向のなかから、「実証VS了解」という対概念が提示

されていると筆者は考えている。つまり、かつて臨床心理学のアイデンティティとして個

を理解する事例研究に中心をおいてきた時期があったように、心理学が実証的なアプロー

チに中心をおいていることを再確認し、相互の領域が対話しながら、互いの位置づけや関

連性を検討していることのひとつのあらわれだと考えることもできるであろう。このよう

に、学問のありかたには、その時代の他の領域の学問との間に生じるダイナミクスやバラ

ンスの中から生み出されている側面があり、一連の流れや動きとしてとらえる視点が必要

であると考えられる。

［付記］:本論文の執筆のきっかけになったのは、2006年度より実施している福田廣教授と

の共通教育「心理学」授業の共同研究です。FDの一貫として、それぞれの学問的アプロー

チを活かして1コマの講義を分担することで、学生の理解に貢献できるかについて実践的

に検討しています。さらに、2008年度より小杉考司講師と沖林洋平講師も加わり、より実

証的に教授過程について検討をすすめています。これらの過程で、自らの学問的位置づけ

やアプローチの特徴について改めて考えたことをまとめたものです。ここに記してお礼申

し上げます。
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